
　　今年の干支　‘寅’

【いしかわ動物園で飼育するアムールトラの「月（ツキ）」（雌）（写真提供：いしかわ動物園）】

勇猛果敢なイメージのある今年の干支‘寅’は、「決断力」と「才知」を併せ持つ存在と言われています。

１令　和

令和　4　年　1　月1日発行　第588号

４ 年

石川県商工会連合会会報 企業の皆様にお知らせしたい情報を随時
https://shoko.or.jpに掲載しています。

と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う

本紙の主な内容

○商工会の力を結集しコロナ禍を乗り切り企業と地域の持続的発展を
　石川県商工会連合会会長　田上好道 ………（２）
○地域経済の再生と企業の競争力強化に向けて
　石川県知事　谷本正憲 ………………………（３）
○第61回石川県商工会大会 ……………･･（４)(５）
○第61回商工会全国大会、ニッポン全国物産展2021 …（６）

○新型コロナ各種支援施策紹介 ………………（７）
○コロナ禍の事業者支援を要望 ………………（８）
○県連合会　相談窓口のご案内 ………………（９)
○持続化補助金公募中 …………………………（10）
○オンデマンドＷＥＢセミナー ………………（11）
○商工会おすすめの安心共済　傷害共済 ……（12）

令
和
四
年
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
四
年
の
新
春
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
商
工
会
事
業
の
円

滑
な
推
進
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
我
が
国
経
済
は
、
一
部
に
改

善
の
動
き
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が
続
き

ま
し
た
。

　

本
県
商
工
会
地
域
に
お
い
て
も
、

中
小
企
業
景
況
調
査
の
結
果
を
み

ま
す
と
、
産
業
全
体
で
は
、
最
も

落
ち
込
ん
だ
令
和
二
年
四
〜
六
月

期
と
比
較
し
て
、
わ
ず
か
な
改
善

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
特
に
観
光

関
連
産
業
や
飲
食
業
を
含
む
サ
ー

ビ
ス
業
や
小
売
業
は
改
善
の
動
き

が
鈍
く
、
厳
し
い
経
営
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
、
県
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
た
め
、
給

付
金
や
支
援
金
、
融
資
・
保
証
制

度
、
感
染
防
止
対
策
や
新
分
野
進

出
の
た
め
の
補
助
金
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
制
度
を
創
設
さ
れ
る
な

ど
、
様
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

商
工
会
で
は
、
こ
う
し
た
国
、

県
な
ど
の
支
援
策
の
積
極
的
な
活

用
を
促
し
、
会
員
企
業
の
皆
様
の

事
業
が
継
続
、
発
展
す
る
よ
う
最

大
限
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
、

事
業
者
は
、
働
き
方
改
革
の
推
進

や
、
生
産
性
向
上
、
事
業
承
継
な

ど
、
様
々
な
経
営
課
題
に
も
直
面

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
昨

年
十
一
月
、
第
六
十
一
回
県
商
工

会
大
会
で
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
大
型
経
済
対
策

の
早
期
実
施
」「
厳
し
い
経
営
環

境
を
克
服
す
る
た
め
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
支
援
の
強
化
」

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を

取
り
巻
く
事
業
環
境
の
整
備
」
な

ど
の
五
項
目
の
提
言
を
、
国
、
県

等
関
係
機
関
に
対
す
る
要
望
事
項

と
し
て
決
議
し
、
諸
施
策
の
積
極

的
な
実
施
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
で
は
、
引
き
続
き
、
コ

ロ
ナ
禍
、
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
後
に

お
け
る
経
営
の
在
り
方
の
見
直
し

を
は
じ
め
、
事
業
者
の
経
営
課
題

の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
国
、

県
な
ど
の
支
援
策
を
有
効
に
活
用

し
な
が
ら
、
従
来
の
経
営
改
善
普

及
事
業
に
加
え
て
、
事
業
計
画
に

基
づ
く
経
営
を
伴
走
型
で
支
援
す

る
「
経
営
発
達
支
援
事
業
」
を
推

進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
然
災
害
等
に
対
す

る
防
災
・
減
災
計
画
の
策
定
を
支

援
す
る
「
事
業
継
続
力
強
化
支
援

事
業
」
の
推
進
な
ど
に
も
取
り
組

み
、
事
業
者
の
皆
様
の
持
続
的
な

発
展
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
行
政
と
の
連
携
を

よ
り
一
層
図
り
な
が
ら
、
地
域
の

皆
様
の
力
を
結
集
し
、
地
域
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
と
地
域
経
済
の
発
展
を

祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

商
工
会
の
力
を
結
集
し

商
工
会
の
力
を
結
集
し  

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り

企
業
と
地
域
の
持
続
的
発
展
を

企
業
と
地
域
の
持
続
的
発
展
を

会
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
四
年
の
新
春
を
迎

え
、
皆
様
に
は
、
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か

ら
県
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
の
闘
い
が
、
一
進
一

退
を
繰
り
返
し
た
年
で
し
た
。
過

酷
な
環
境
の
も
と
、
昼
夜
を
問
わ

ず
、
高
い
使
命
感
を
持
っ
て
献
身

的
に
感
染
者
の
治
療
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
医
療
従
事
者
の

方
々
や
、
県
民
生
活
に
不
可
欠
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
を
は
じ

め
、
感
染
防
止
対
策
が
日
々
前
進

す
る
中
、
こ
れ
か
ら
は
、
医
療
提

供
体
制
の
確
保
を
は
じ
め
と
す
る

感
染
防
止
対
策
と
、
コ
ロ
ナ
で
傷

ん
だ
地
域
経
済
の
再
生
を
両
立
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
、
本
県
経
済
を

一
日
も
早
く
本
格
的
な
回
復
軌
道

に
乗
せ
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

県
民
や
事
業
者
の
皆
様
の
声
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
手
立

て
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、県
民
生
活
の
安
全
・

安
心
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
本
県

の
更
な
る
飛
躍
・
発
展
に
向
け
た

施
策
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

本
県
経
済
は
、
製
造
業
を
中
心

に
持
ち
直
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

る
一
方
、
飲
食
業
や
観
光
関
連
産

業
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
人
流
抑

制
の
影
響
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
疲
弊
し
た
こ

れ
ら
の
産
業
を
回
復
軌
道
に
乗
せ

る
た
め
、「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
事

業
」
や
「
県
民
旅
行
割
」
を
実
施

し
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
独
自
の
経
営
持
続

月
次
支
援
金
や
、
保
証
料
を
免
除

す
る
低
利
の
融
資
制
度
な
ど
に
よ

り
、
企
業
の
事
業
継
続
を
下
支
え

す
る
と
と
も
に
、
専
門
家
派
遣
、

新
分
野
進
出
や
販
路
開
拓
へ
の
助

成
な
ど
に
よ
り
、
前
向
き
に
取
り

組
む
企
業
を
支
援
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
感
染
状
況
や
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
県
内
企

業
を
し
っ
か
り
と
後
押
し
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間
に

つ
い
て
は
、
レ
ー
ル
の
敷
設
が
進

む
と
と
も
に
、
小
松
駅
、
加
賀
温

泉
駅
の
駅
舎
の
外
観
が
姿
を
現
す

な
ど
、
令
和
五
年
度
末
の
県
内
全

線
開
業
に
向
け
て
順
調
に
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

日
本
海
側
の
大
動
脈
と
し
て
の
役

割
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
に
も
、

引
き
続
き
、
金
沢
・
敦
賀
間
の
令

和
五
年
度
末
ま
で
の
確
実
な
開
業

及
び
敦
賀
・
大
阪
間
の
令
和
五
年

度
当
初
の
着
工
と
フ
ル
規
格
に
よ

る
早
期
全
線
整
備
を
、
国
に
強
く

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

優
れ
た
技
術
力
を
有
す
る
県
内

中
小
企
業
は
、
本
県
経
済
の
基
盤

を
な
す
地
場
産
業
を
支
え
る
と
と

も
に
、
多
く
の
雇
用
を
創
出
し
、

地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
中
小
企

業
振
興
条
例
を
拠
り
所
と
し
て
、

中
小
企
業
の
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
明
る
い
展
望
の
持
て
る

年
と
な
る
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
県
政
に

対
す
る
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

地
域
経
済
の
再
生
と
企
業
の

地
域
経
済
の
再
生
と
企
業
の

競
争
力
強
化
に
向
け
て

競
争
力
強
化
に
向
け
て

石
川
県
知
事

石
川
県
知
事　

谷　

本　

正　

憲

谷　

本　

正　

憲
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コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

大
型
経
済
対
策
の
早
期
実
施
な
ど
を
決
議

大
型
経
済
対
策
の
早
期
実
施
な
ど
を
決
議

　

大
会
は
、
参
加
人
数
を
制
限
し
、

十
分
な
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
っ
た
上

で
開
催
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
田
上
好
道
県

連
合
会
長
は
「
本
県
商
工
会
地
域

の
景
況
は
、
商
工
会
の
調
査
結
果

か
ら
、
産
業
全
体
で
は
、
最
も
落

ち
込
ん
だ
一
年
前
と
比
較
し
て
、

わ
ず
か
な
改
善
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
宿
泊
業
・
飲
食
業
を
含
む

サ
ー
ビ
ス
業
や
小
売
業
は
、
依
然
、

厳
し
い
経
営
状
態
に
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
県
連
合
会
並
び
に

商
工
会
で
は
、
地
元
行
政
と
の
連

携
を
よ
り
一
層
図
り
な
が
ら
、
地

域
の
皆
様
の
力
を
結
集
し
、
様
々

な
経
営
課
題
に
取
り
組
み
、
今
後

と
も
、
事
業
者
の
持
続
的
な
発
展

を
支
え
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。

　

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
谷

本
正
憲
知
事
、
山
田
修
路
参
議
院

議
員
、
宮
本
周
司
参
議
院
議
員
、

向
出
勉
県
議
会
議
長
、
矢
田
富
郎

町
長
会
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

表
彰
式
の
後
、
沢
田
隆
県
連
合

会
副
会
長
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し

い
経
済
状
況
を
踏
ま
え
た
五
項
目

の
提
言
に
つ
い
て
説
明
し
、
北
野

ゆ
か
り
県
女
性
部
連
合
会
長
が
決

議
文
を
朗
読
、
満
場
一
致
で
決
議

さ
れ
た
。

　

最
後
に
長
基
健
司
県
連
合
会
副

被 

表 

彰 

者

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

 
(　

)

内
は
所
属
商
工
会

石
川
県
知
事
表
彰

〇
商
工
会
役
職
員
功
労
者

・
役
員
功
労
者

（
能
美
市
）北
出
秀
樹（
山
中
）中
村
和

重（
鶴
来
）長
基
健
司（
か
ほ
く
市
）中

田
和
彦（
津
幡
町
）山
﨑
正
、
柴
田
敏

広
、坂
本
章（
志
賀
町
）松
浦
恒
義（
宝

達
志
水
町
）市
村
昭
代
史（
能
登
鹿

北
）上
野
利
一（
中
能
登
町
）澤
井
伸

一
郎（
門
前
町
）沢
田
隆

・
優
良
職
員

（
山
中
）三
味
美
帆
子（
美
川
）川
元
浩

（
か
ほ
く
市
）素
野
優
美
子（
宝
達
志

水
町
）中
川
智
美

〇
青
年
部
役
員
功
労
者

（
森
本
）木
野
昇

〇
女
性
部
役
員
功
労
者

（
山
中
）辻
 芳
子

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

〇
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

（
能
美
市
）浮
田
美
由
貴
、
村
井
朋
恵

（
鶴
来
）大
谷
等（
白
山
）水
上
ま
り
子

（
野
々
市
市
）多
田
武
二
、前
田
正
弘
、

折
戸
保
則
、
小
出
一（
か
ほ
く
市
）𠮷

多
功
美
、
橘
一
夫
、
松
下
裕
司（
羽

咋
市
）永
田
淳
、
堀
内
博（
宝
達
志
水

町
）鎌
仲
徹
、高
森
孝
昭
、宮
本
邦
夫
、

北
野
玲
子
、
松
本
春
美
、
北
山
明
子
、

堀
ト
ミ
子
、
森
本
り
よ
子
、
越
前
な

つ
え
、
中
條
文
代（
能
登
鹿
北
）松
本

兵
治
、
水
岸
守
、
源
内
栄
、
小
坂
悦

子
、
前
田
し
の
ぶ
、
溝
治
子
、
崎
山

保
子
、
前
田
美
紀（
中
能
登
町
）越
野

俊
幸
、
山
田
美
智
子
、
谷
口
昇
一（
穴

水
町
）舞
谷
忠
子
、
泊
勝
美
、
大
田

あ
け
み（
能
登
町
）竹
端
晋
吾
、
荒
木

由
美
子
、
東
口
政
雄

石
川
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

〇
商
工
会
功
労
者

（
山
中
）櫻
井
比
呂
之（
美
川
）二
木
喜

博（
能
登
鹿
北
）村
田
正
志（
中
能
登

町
）澤
井
伸
一
郎

〇
青
年
部
連
合
会
功
労
者

（
森
本
）木
野
昇（
野
々
市
市
）村
上
貴

則（
富
来
）小
川
省
吾（
門
前
町
）刀
祢

和
士

〇
女
性
部
連
合
会
功
労
者

（
白
山
）北
村
祐
子（
志
賀
町
）永
江
香

澄（
能
登
鹿
北
）垣
内
節
子（
門
前
町
）

池
田
千
春

〇
商
工
会
役
職
員
功
労
者

・
役
員
功
労
者

（
能
美
市
）前
多
壽
幸
、
石
川
正
樹
、

津
田
淳
一（
山
中
）河
本
一
男
、
村
田

和
人
、
中
道
栄
治（
美
川
）平
田
稔
、

北
川
浩
、
二
口
史
生
、
南
雅
友
、
谷

野
清
和（
鶴
来
）武
外
喜
男
、
上
田
佳

正
、
坂
本
保
、
池
田
彰
二
、
徳
田
章
、

松
原
正
洋
、
中
山
和
彦（
野
々
市
市
）

石
浦
隆
、
絹
川
忠
宏
、
樫
田
彰
久
、

橋
浦
勇
巳（
か
ほ
く
市
）別
所
利
治
、

中
村
修
一（
津
幡
町
）太
田
昌
明
、
河

原
直
樹
、
勝
﨑
猛
、
飯
田
道
昭
、
大

橋
等
、
中
村
卓
史
、
中
村
寛
二（
内

灘
町
）辻
弘
幸
、
北
村
喜
一
、
南
善

明（
羽
咋
市
）松
永
義
民（
富
来
）桶
正

人
、
磯
伸
一（
志
賀
町
）稲
岡
利
男
、

橘
照
茂（
宝
達
志
水
町
）中
山
真
一
、

岡
部
裕
樹
、
小
寺
明
治
、
橋
本
誠（
能

登
鹿
北
）垣
内
俊
広（
中
能
登
町
）古

玉
栄
治
、
的
場
博
行
、
今
町
一
朗
、

森
本
陽
介
、
小
開
実（
門
前
町
）吉
田

豊（
穴
水
町
）坂
上
妙
子

　

石
川
県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
一
月
一
日
、
金
沢
流
通
会
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
第
六
十
一
回
石
川
県
商
工
会
大
会
を
開
催
し
た
。

　

第
一
部
で
、
外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
手
嶋
龍
一
氏
が
「
米
中
対
立

の
時
代
を
ど
う
生
き
抜
く
か
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。
第
二
部
で
は
、「
表

彰
式
」
が
執
り
行
わ
れ
、
続
い
て
、「
大
会
提
言
」
が
決
議
さ
れ
た
。

挨拶する田上会長

　
　
　
　
　
　

第
六
十
一
回
石
川
県
商
工
会
大
会

　
　
　
　
　
　

第
六
十
一
回
石
川
県
商
工
会
大
会

会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
て
、
大

会
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。
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・
優
良
職
員

（
津
幡
町
）川
渕
舞（
県
連
合
会
）三
島

み
づ
き

〇
青
年
部
役
員
功
労
者

（
能
美
市
）清
水
廉
太
郎（
山
中
）髙
地

祐
平（
川
北
町
）髙
鍬
友
一（
鶴
来
）舘

喜
洋（
白
山
）山
田
淳
平（
野
々
市
市
）

村
上
貴
則（
か
ほ
く
市
）櫻
井
一
樹

（
森
本
）木
野
昇
、
高
野
明
延（
津
幡

町
）村
田
正
考（
内
灘
町
）板
谷
将
之

（
羽
咋
市
）宮
本
峰
暁（
富
来
）小
川
省

吾（
宝
達
志
水
町
）大
窪
昌
次（
能
登

鹿
北
）森
村
透（
中
能
登
町
）領
家
昭

和（
穴
水
町
）川
尻
禎（
能
登
町
）大
屋

雅
晴　

〇
女
性
部
役
員
功
労
者

（
津
幡
町
）勝
崎
伊
津
子（
志
賀
町
）永

江
香
澄

〇
地
域
貢
献
企
業

（
能
美
市
）㈱
大
善
工
業
、
㈲
能
登
物

流（
山
中
）㈲
ム
ラ
タ
フ
ォ
ト
ス（
川

北
町
）㈲
ア
ー
ル
ス（
美
川
）山
口
造

園
㈱
、
北
田
土
建
㈱（
鶴
来
）明
光
自

動
車
サ
ー
ビ
ス
㈱（
白
山
）加
藤
手
織

牛
首
つ
む
ぎ（
野
々
市
市
）柴
電
気

工
事
㈱
、
沢
田
工
業
㈱（
か
ほ
く
市
）

㈲
沢
田
電
興
社
、
高
松
石
油
㈱
、
㈱

カ
ワ
バ
タ
製
紐（
森
本
）杉
山
設
備
工

業
㈱
、
㈲
岸
川
商
事（
内
灘
町
）㈱
は

づ
貴
、
㈱
生
田
工
務
店（
羽
咋
市
）㈲

初
谷
運
送
店
、
㈲
シ
ャ
ル
ド
ン
、
藤

井
電
気
工
事
㈱（
富
来
）畑
中
石
材

店（
宝
達
志
水
町
）㈲
志
雄
自
動
車
販

売
、
西
工
業
所
㈱（
能
登
鹿
北
）㈱
中

島
電
話
建
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
イ
ル
カ

（
中
能
登
町
）ナ
ガ
ト
産
業
㈱（
門
前

町
）山
下
建
設
㈱（
能
登
町
）㈲
武
田

測
量
設
計
事
務
所

〇
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

（
能
美
市
）吉
尾
勝
二
、
松
崎
秀
治
、

吉
田
裕
一
、
今
坂
正
夫
、
木
村
美
樹

子
、石
黒
一
徳
、眞
田
宣
広（
川
北
町
）

髙
和
博
、
木
戸
敦
子（
鶴
来
）原
田
佳

明
、
松
下
洋
、
小
川
宏
幸
、
喜
田
陽

一
、
竹
田
亜
沙
美
、
東
川
純
一
、
若

林
敏
治（
か
ほ
く
市
）中
田
節
子
、
坂

東
秀
一
、
元
木
千
里
、
高
田
博
、
藤

田
敏
美（
森
本
）山
田
重
三
、
小
路
芳

章
、
宮
田
陽
平（
羽
咋
市
）盛
田
祐
介
、

鳥
井
隆
文
、
野
竹
勇
助
、
三
宅
保
明
、

中
村
雅
之
、
小
泉
孝
、
深
浦
利
英（
富

来
）有
山
啓
太
、
西
智
之（
志
賀
町
）

大
森
拓
郎（
宝
達
志
水
町
）田
畑
克
敏
、

竹
中
陽
子
、
羽
多
孝
紀（
能
登
鹿
北
）

石
田
哲
也
、
亀
﨑
博
昭
、
山
下
和
也

（
中
能
登
町
）延
命
秀
司
、
岡
田
輝

和
、
高
木
潤
、
松
川
伸
吾
、
青
山
勝

徳
、
大
髙
辰
美
、
北
村
逸
朗
、
大
西

さ
と
み
、
折
本
修
二（
穴
水
町
）野
﨑

太
、
向
井
京
三
、
春
木
克
之（
能
登

町
）濱
野
将
秀
、
松
井
勝
彦
、
大
場

勝
守
、
中
森
憲
隆
、
鹿
野
康
子
、
森

谷
洋
、
下
谷
内
力

〇
商
工
貯
蓄
共
済
事
業

　

優
秀
商
工
会

第
一
位　

美
川
商
工
会　

第
二
位　

志
賀
町
商
工
会

第
三
位　

能
美
市
商
工
会

第
四
位　

能
登
町
商
工
会

第
五
位　

宝
達
志
水
町
商
工
会

〇
商
工
会
優
秀
支
援
事
例
表
彰

・
最
優
秀
賞

（
津
幡
町
）井
原
和
久

　

全
国
商
工
珠
算
連
盟
石
川
県

支
部
は
、
第
203
回
全
国
商
工
会

珠
算
検
定
試
験
を
十
一
月
二
十

一
日
に
十
商
工
会
で
実
施
し
た
。

　

一
級
か
ら
六
級
ま
で
総
勢
四

十
二
名
が
受
験
し
、
二
十
名
が

合
格
し
た
。
そ
の
内
、
一
級

合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
商
工
会
名
）

◆
一
級
合
格
者
◆
（
敬
称
略
）

（
山
中
）
山
田

夢
姫
、（
津
幡

町
）
栗
原
巧
成

珠
算
検
定
合
格
者

・
優
秀
賞

（
美
川
）川
元
浩（
宝
達
志
水
町
）高
田

圭
一
朗（
能
登
鹿
北
）青
山
慎

石
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長

表
彰

〇
青
年
部
優
良
役
員

（
能
美
市
）中
村
成
伸（
川
北
町
）波

奈
幸
生
、
北
次
聖
、
田
中
順
也（
美

川
）沖
谷
昌
紀
、
本
多
竜
一（
鶴
来
）

舘
喜
洋
、
畑
真
一
朗（
白
山
）山
田
淳

平
、
西
山
俊
也（
野
々
市
市
）村
上
貴

則（
か
ほ
く
市
）駒
井
幹
也（
森
本
）青

木
貴
裕
、
小
松
照
幸（
津
幡
町
）南
貴

史
、村
田
正
考（
内
灘
町
）板
谷
将
之
、

道
下
佳
吾
、
吉
治
剛
、
表
井
喜
雄（
志

賀
町
）稲
岡
政
利
、
雲
井
一
博
、
小

林
克
嘉
、
新
田
知
功（
宝
達
志
水
町
）

武
内
翼（
能
登
鹿
北
）粟
津
賢
栄（
中

能
登
町
）吉
本
裕
喜
、
谷
内
田
正
博
、

窪
田
裕
人（
穴
水
町
）川
尻
禎（
能
登

町
）干
場
健
太
朗

石
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長

表
彰

〇
女
性
部
優
良
役
員

（
能
美
市
）西
野
公
恵
、山
本
玲
子（
山

中
）川
元
順
子（
川
北
町
）大
口
昭
子

（
美
川
）新
谷
ひ
ろ
子
、
泉
由
利
子
、

二
口
克
恵
、
鳥
山
光
子（
鶴
来
）徳
田

静
香
、
武
部
祥
子（
白
山
）久
司
都

（
野
々
市
市
）宮
岸
満
里
子
、
坂
井
芳

美（
か
ほ
く
市
）南
谷
静
江（
津
幡
町
）

山
﨑
優
美
子（
羽
咋
市
）山
本
順
子
、

山
田
三
知
子（
志
賀
町
）橘
祐
子（
宝

達
志
水
町
）深
井
典
栄
、
松
田
朋
子
、

松
井
純
子
、
近
藤
恵
美（
能
登
鹿
北
）

芦
本
美
枝
子
、
高
田
礼
子（
中
能
登

町
）藤
井
あ
さ
子（
門
前
町
）能
村
啓

子（
穴
水
町
）山
下
二
美（
能
登
町
）

林
豊
子
、
本
間
さ
ゆ
り

秋
の
叙
勲
に

 

櫻
井 

比
呂
之 

氏

　

十
一
月

三
日
に
発

表
さ
れ
た

令
和
三
年

秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
櫻
井

比
呂
之　

元
山
中
商
工
会
会

長
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
問

屋
業
等
に
精
励
す
る
と
と
も

に
、
山
中
商
工
会
会
長
等
の

要
職
を
歴
任
し
て
、
地
域
産

業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
決
議

一 

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
大
型
経
済
対
策
の
早
期
実
施

一 

厳
し
い
経
営
環
境
を
克
服
す
る
た
め
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
支
援
の
強
化

一 

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
支
援
体
制
の
強
化

一 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
の
整
備

一 

地
域
産
業
の
振
興
と
産
業
基
盤
の
整
備
強
化

【
人
事
管
理
委
員
会　

 

委
員
長　

沢
田　

隆
】

　

十
一
月
二
十
九
日
開
催
。「
商

工
会
等
職
員
の
給
与
改
定
」「
い

し
か
わ
商
工
会
プ
ラ
ン
二
〇
二

一
『
商
工
会
組
織
・
人
事
制
度

ビ
ジ
ョ
ン
』」「
令
和
三
年
度
昇

格
試
験
の
実
施
」「
職
員
資
格

認
定
（
採
用
）
試
験
の
実
施
」

等
に
つ
い
て
、審
議
・
承
認
し
た
。

【
共
済
事
業
運
営
委
員
会　

 

委
員
長　

長
基
健
司
】

　

十
二
月
六
日
開
催
。「『
い
し

か
わ
商
工
会
プ
ラ
ン
二
〇
二

一
』
に
お
け
る
共
済
制
度
の
取

組
」「
傷
害
共
済
制
度
加
入
推

進
」
等
に
つ
い
て
審
議
・
承
認

し
た
。

県
連
常
設
委
員
会
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第
六
十
一
回
商
工
会
全
国
大
会

第
六
十
一
回
商
工
会
全
国
大
会

富富
来
商
工
会

来
商
工
会
（
会
員
増
強
運
動
）

（
会
員
増
強
運
動
）
な
ど
が
受
賞

な
ど
が
受
賞

　

さ
る
十
一
月
十
一
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
第
六
十
一
回
商

工
会
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
、
功
労
者
等
表
彰
と
し
て
、
商
工
会
役
職
員
等
が
中
小
企

業
庁
長
官
表
彰
等
を
受
賞
し
た
。

　

ま
た
、「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
大
型
経
済
対
策
の
早
期

実
施
」
な
ど
６
項
目
が
決
議
さ
れ
た
。

被
表
彰
者（
石
川
県
関
係
）

 

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

・
役
員
功
労
者

　
（
川
北
町
）北
登
志
幸（
森
本
）岩
本

道
成
、
坂
井
章
、
三
﨑
哲
也

・
優
良
職
員

　
（
連
合
会
）北
川
博
康
、
西
村
道

博

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

・
会
員
増
強
運
動

　

富
来
商
工
会

・
役
員
功
労
者

（
山
中
）田
向
公
一
、
田
中
智
、
谷
口

長
久
、
竹
中
俊
介
、
黒
田
清
彦
、
松

原
伸
行（
川
北
町
）新
谷
信
章
、
辰
野

直
樹
、
紺
谷
博
人
、
西
田
利
雄(

白

山
）山
下
稔
、鶴
尾
弘
明（
野
々
市
市
）

山
岡
幸
隆
、
黒
保
久
次
、
田
中
陽
子
、

松
本
秋
広
、
北
村
恒（
か
ほ
く
市
）砂

山
和
義
、
長
柄
裕（
森
本
）西
田
真
太

郎（
津
幡
町
）今
村
浩
一（
羽
咋
市
）髙

澤
理
八
、山
下
哲（
富
来
）寺
岡
才
治
、

石
田
章
、
堂
角
直
友（
宝
達
志
水
町
）

小
山
猛（
能
登
鹿
北
）上
野
利
一
、
谷

口
和
義
、
小
林
修
、
宮
本
哲
也（
門

前
町
）山
下
豊（
穴
水
町
）塩
谷
吉
勝

（
能
登
町
）谷
坊
美
明
、
新
谷
伸
一

・
青
年
部
功
労
者

（
森
本
）木
野
昇

・
女
性
部
功
労
者

（
津
幡
町
）
勝
崎
伊
津
子
（
志
賀

町
）
永
江
香
澄

・
優
良
職
員

（
内
灘
町
）
西
川
徳
子

　

十
二
月
七
日
、
福
岡
県
久
留
米

市
の
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
た
商
工
会
青
年
部
主
張
発

表
全
国
大
会
に
併
せ
て
、
優
秀
な

青
年
部
活
動
の
顕
彰
及
び
部
員
増

強
運
動
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
県

か
ら
次
の
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ

れ
た
。

○
顕
彰　

人
づ
く
り
部
門

　

富
来
商
工
会
青
年
部

 

寺
岡　

寛
紀　

氏

〇
部
員
増
強
運
動

・
部
員
増
加
比
率
全
国
三
位

　

石
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

・
若
手
部
員
加
入
数
全
国
一
位

　

か
ほ
く
市
商
工
会
青
年
部

顕
彰
・
部
員
増
強
で
全
国
表
彰

県
内
商
工
会
青
年
部 

個
人
・
団
体

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
二
〇
二
一
開
催

　

十
一
月
十
九
〜
二
十
一
日
の
三

日
間
、
東
京
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
二
〇
二

一
」〔
主
催
・
全
国
商
工
会
連
合
会
〕

が
開
催
さ
れ
た
。
本
県
商
工
会
地

域
か
ら
六
事
業
者
が
出
展
し
首
都

圏
の
消
費
者
に
自
慢
の
商
品
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　

今
回
の
物
産
展
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
中
、
全
国
か
ら
百
七
十
八
事

業
者
が
出
展
・
販
売
。
入
場
に
は

事
前
登
録
が
必
要
で
、
会
場
内
は

感
染
防
止
対
策
を
万
全
に
行
っ
た

中
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

に
よ
る
集
客
・
売
上
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
、
出
展
者
に
は
開
催
前
に

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
活
用

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、

ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
、
お
友
達
登
録

件
数
の
目
標
設
定
な
ど
を
行
っ
た
。

　

新
規
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
農
商
工

連
携
を
目
的
に
、
全
国
か
ら
野
菜
、

果
物
、
畜
産
品
等
の
物
販
実
演

販
売
を
行
う
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ 

Ｆ

Ａ
Ｒ
Ｍ
」コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

穴
水
町
・
㈲
ク
リ
エ
イ
ト
が
「
能

登
の
ジ
ビ
エ
ソ
ー
セ
ー
ジ
」を
販

売
。
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
「
能
登
の

焼
き
牡
蠣
」ブ
ー
ス
で
は
大
行
列

が
で
き
、
来
場
者
か
ら
好
評
を
博

し
た
。

　

こ
の
物
産
展
は
首
都
圏
で
の
地

域
産
品
の
展
示
・
販
売
会
と
し
て

今
年
で
十
三
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
。
出
展
事
業
所
は
次
の
と
お
り
。

【
石
川
県
ブ
ー
ス
】

　

（
宝
達
志
水
町
）
近
岡
屋
醤
油

㈱
、
宝
達
山
本
舗
松
月
堂

【
Ｐ
Ｏ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
】

　

（
穴
水
町
）
㈲
ク
リ
エ
イ
ト

【
ご
当
地
フ
ー
ド
コ
ー
ト
】

　
（
羽
咋
市
）㈱
神
子
の
里
、
ち
り

は
ま
ホ
テ
ル
ゆ
華
、（
能
登
鹿
北
）

木
村
功
商
店

【POP UP FARM】㈲クリエイト

【ご当地フードコート】木村功商店

　

県
女
性
部
連
合
会
は
十
二
月
一

日
、
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
新
館
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
商
工
会
女

性
部
幹
部
役
員
研
修
会
を
開
催
し

た
。

　

講
師
に
㈱
シ
ェ
ヘ
ラ
ザ
ー
ド 

代
表
取
締
役 

坂
本
祐
央
子
氏
を

招
き
、
「
一
緒
に
始
め
よ
う
！
相

手
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
コ
ツ
」
と

題
し
て
、
部
員
加
入
勧
誘
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
方
法
を
学
ん
だ
。

　

現
在
、
新
規
部
員
加
入
促
進
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
中
で
す
。

商
工
会
女
性
部
幹
部

役
員
研
修
会
を
開
催
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新型コロナウイルスの影響を受けている事業所の皆さんへ 相談無料

新型コロナ対策メニュー

事業再構事業再構
築補助金築補助金

ものづくりものづくり
補助金補助金

雇用調整雇用調整
助成金助成金

ポストコロナ・ウィズコロナ時代に対応するための事業再構築への挑戦を支援しますポストコロナ・ウィズコロナ時代に対応するための事業再構築への挑戦を支援します

革新的サービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行うための設備投資等を支援します革新的サービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行うための設備投資等を支援します

事業主が労働者に休業手当等を支払う場合、その一部を助成します事業主が労働者に休業手当等を支払う場合、その一部を助成します

＜第５回公募期間：令和４年１月中～３月中＞＜第５回公募期間：令和４年１月中～３月中＞
＜通常枠＞補助率2/3（6,000万円超は1/2）＜通常枠＞補助率2/3（6,000万円超は1/2）
　　　　　　　 従業員数20人以下　上限4,000万円　　　　　　　 従業員数20人以下　上限4,000万円
　　　　　　　 従業員数21～50人　上限6,000万円　　　　　　　 従業員数21～50人　上限6,000万円
　　　　　　　 従業員数51人以上　上限8,000万円　　＜コールセンター：TEL0570-012-088＞　　　　　　　 従業員数51人以上　上限8,000万円　　＜コールセンター：TEL0570-012-088＞

＜９次締切：令和４年２月８日（火）17時＞＜９次締切：令和４年２月８日（火）17時＞
＜一般型＞補助率1/2（小規模事業者2/3）＜一般型＞補助率1/2（小規模事業者2/3）
　　　　　　　 上限1,000万円　　　　　　　 上限1,000万円
　　　　　　　 ※低感染リスク型ビジネス枠は、中小企業も補助率2/3　　　　　　　 ※低感染リスク型ビジネス枠は、中小企業も補助率2/3
 ＜サポートセンター：TEL050-8880-4053＞ ＜サポートセンター：TEL050-8880-4053＞

＜令和４年１月～２月＞＜令和４年１月～２月＞
　4/5（解雇等行わない場合9/10（10/10の特例あり））　4/5（解雇等行わない場合9/10（10/10の特例あり））
　上限日額11,000円（15,000円の特例あり）　上限日額11,000円（15,000円の特例あり）
＜令和４年３月＞＜令和４年３月＞
　4/5（解雇等行わない場合9/10（10/10の特例あり））　4/5（解雇等行わない場合9/10（10/10の特例あり））
　上限日額9,000円（15,000円の特例あり）　上限日額9,000円（15,000円の特例あり）

事業再構築
補助⾦HP▶

ものづくり
補助⾦HP▶

雇⽤調整助成
⾦ガイドブック▶

＜石川労働局TEL076-265-4428＜石川労働局TEL076-265-4428
または最寄りのハローワークへ＞または最寄りのハローワークへ＞

※「小規模事業者持続化補助金」の情報は、本誌10ページをご参照ください。※「小規模事業者持続化補助金」の情報は、本誌10ページをご参照ください。

融
資
融
資

コロナマル経（国）

コロナ特貸（国）

売上減少要件売上減少要件 ５％以上５％以上 融資期間融資期間 運転７年以内運転７年以内
設備10年以内設備10年以内

申込申込
期限期限

令和４年３月末令和４年３月末

融資限度額融資限度額 10,000千円10,000千円 据置期間据置期間 運転３年以内運転３年以内
設備４年以内設備４年以内

担保・担保・
保証保証

無担保・無保証無担保・無保証

利率利率 当初３年間0.31％当初３年間0.31％
（４年目から1.21％）（４年目から1.21％）

利子補給利子補給 当初３年間当初３年間 申込先申込先 最寄りの商工会最寄りの商工会

売上減少要件売上減少要件 ５％以上５％以上 融資期間融資期間 運転15年以内運転15年以内
設備20年以内設備20年以内

申込申込
期限期限

令和４年３月末令和４年３月末

融資限度額融資限度額 80,000千円80,000千円 据置期間据置期間 ５年以内５年以内
担保・担保・
保証保証 無保証無保証

利率利率

基準金利1.26～1.55％基準金利1.26～1.55％
（60,000千円を限度として（60,000千円を限度として
当初３年間、基準金利より当初３年間、基準金利より
▲0.9％引下げ）▲0.9％引下げ）

利子補給利子補給 当初３年間当初３年間
（60,000千円以内）（60,000千円以内）

申込先申込先

日本政策金融公庫日本政策金融公庫

コロナ経営改善支援特別融資（県）
売上減少要件売上減少要件 15％以上15％以上 融資期間融資期間 10年以内10年以内 申込申込

期限期限
令和４年３月末令和４年３月末

融資限度額融資限度額 40,000千円40,000千円 据置期間据置期間 ５年以内５年以内 担保・担保・
保証保証

信用保証必須信用保証必須
（保証料免除）（保証料免除）

利率利率 1.00％以内1.00％以内 利子補給利子補給 無し無し 申込先申込先 金融機関金融機関

2021/12/20現在お問合せ：最寄りの商工会または石川県商工会連合会（TEL　076-268-7300）まで
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石川働き方改革推進支援センター
金沢商工会議所会館３階(一社)石川県経営者協会内
電話：0120－319339　FAX：076－231－0228
メール：roudou＠ishikawakeikyo.orjp

ご相談くださいご相談ください
働き方改革全般について

ご相談ください
社会保険労務士等の専門家が電話・メール・来所・訪問相談に応じます

事業主の
皆様へ！

ご相談事例

◆時間外労働の上限規制
◆同一労働同一賃金
◆就業規則と 36協定
◆人手不足の解消に向けた雇用環境改善
◆生産性向上による賃上げ　など

矢田町長会会長に要望

コ
ロ
ナ
禍
の
事
業
者

支
援
を
要
望　
　
　

　

十
二
月
三
日
・
七
日
、
県
連
合

会
は
、
県
市
長
会
（
会
長　

山
野

之
義
金
沢
市
長
）、県
町
長
会
（
会

長　

矢
田
富
郎
津
幡
町
長
）、
県

市
議
会
議
長
会
（
会
長　

久
保
洋

子
金
沢
市
議
会
議
長
）、
県
町
村

議
会
議
長
会
（
会
長　

酒
元
法
子

能
登
町
議
会
議
長
）
を
訪
問
し
、

令
和
四
年
度
の
商
工
会
向
け
補
助

金
の
完
全
予
算
化
を
要
望
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
深
刻
な
影

響
を
受
け
た
事
業
者
を
支
援
す

る
、
各
市
町
独
自
の
消
費
喚
起
策

の
継
続
実
施
を
要
請
し
た
。

　

さ
ら
に
、
小
規
模
事
業
者
支
援

法
の
改
正
に
よ
り
「
経
営
発
達
支

援
事
業
」「
事
業
継
続
力
強
化
支

援
事
業
」
の
両
事
業
を
推
進
す
る

計
画
を
商
工
会
と
市
町
が
共
同
策

定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
紹

介
し
、
協
力
を
依
頼
し
た
。

山野市長会会長に要望

酒元町村議会議長会会長に要望 久保市議会議長会会長に要望

　

十
二
月
九
日
、岐
阜
市
の「
じ
ゅ

う
ろ
く
プ
ラ
ザ
」で
、
経
営
支
援

事
例
発
表
全
国
大
会（
主
催
：
全

国
商
工
会
連
合
会
、
全
国
商
工
会

職
員
協
議
会
）が
開
催
さ
れ
た
。

　

参
加
者
数
が
制
限
さ
れ
る
中
、

本
県
か
ら
九
人
が
参
加
し
た
。（
全

参
加
者
数
二
百
七
十
二
人
）

　

昨
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
二

年
ぶ
り
の
今
回
、
徹
底
し
た
感
染

対
策
の
下
、全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク（
北

海
道
、
東
北
、
関
東
、
中
部
、
近

畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
）の
代

表
が
支
援
事
例
を
発
表
し
た
。

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
で
出
場
し

た
石
川
県
の
辻
秀
樹
主
任
経
営
指

導
員（
鶴
来
商
工
会
）は
、「
補
聴

器
事
業
の
高
度
化
支
援
を
通
じ
た

経
営
革
新
や
事
業
承
継
の
実
現 

〜
事
業
者
を
『
そ
の
気
に
す
る
』

伴
走
支
援
〜
」と
題
し
て
発
表
、

八
人
中
第
二
位
に
評
価
さ
れ
、「
全

国
商
工
会
職
員
協
議
会
二
〇
周
年

記
念
特
別
賞
」を
受
賞
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
で
、
兵
庫
県
・
朝
来
市
商

工
会
の
多
次
建
策
経
営
指
導
員
が

選
ば
れ
た
。

辻
指
導
員（
鶴
来
）に
特
別
賞

支
援
事
例
発
表
全
国
大
会
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石川県商工会連合会・相談窓口のご案内 無料
事業承継・事業再生等相談窓口
●日　程　　１月20日㈭、２月17日㈭、３月17日㈭
●相談員　　税理士　山根敏秀 氏

●時　間　13:00～17:00
●場　所　本部「相談室」

労務相談窓口
窓　口 本　　部 能登支所
相談員 社会保険労務士　小坂信孝氏 社会保険労務士　福井秀和氏
時　間 10:00 ～ 17:00 10:00 ～ 17:00

日
程

１月   4日㈫､  6日㈭､11日㈫､13日㈭､18日㈫､20日㈭
25日㈫､28日㈮

  4日㈫､  5日㈬､13日㈭､14日㈮､17日㈪､19日㈬
24日㈪､26日㈬､28日㈮､31日㈪

２月   1日㈫､  3日㈭､  8日㈫､10日㈭､15日㈫､17日㈭
22日㈫､24日㈭､28日㈪

  2日㈬､  4日㈮､  8日㈫､14日㈪､15日㈫､18日㈮
21日㈪､22日㈫

３月   4日㈮､  8日㈫､11日㈮､15日㈫､18日㈮､23日㈬
28日㈪､30日㈬

  2日㈬､  4日㈮､  8日㈫､10日㈭､11日㈮､14日㈪
18日㈮､22日㈫､25日㈮､28日㈪､30日㈬

ＩＴ相談窓口
窓　口 本　　部 能登支所
相談員 ＩＴコーディネーター　福岡明夫 氏 同左
時　間 10:00 ～ 17:00 10:00 ～ 16:00

日
程

１月   4日㈫､  5日㈬､  7日㈮､12日㈬､14日㈮､21日㈮
26日㈬､28日㈮､31日㈪ 18日㈫

２月   4日㈮､  7日㈪､  9日㈬､14日㈪､18日㈮､21日㈪
25日㈮､28日㈪ 16日㈬

３月   2日㈬､  4日㈮､  8日㈫､10日㈭､15日㈫､23日㈬
25日㈮､28日㈪､30日㈬ 17日㈭

【相談場所】

「広域指導センター（本部）」
金沢市鞍月２丁目20番地　石川県地場産業振興センター新館３階
TEL 076-268-7300

日程は変更になる場合があります。相談ご希望の方は、最寄りの商工会　又は　石川県商工会連合会の各窓口へ事前にご連絡ください。
なお、各窓口には、上記相談員のほか専門経営指導員が常駐しておりますので、経営のことでお困りの方はお気軽にご相談ください。

「広域指導センター能登支所」
七尾市中島町中島９部79番地　能登鹿北商工会中島支所１階
TEL 0767-66-0460

石川県内の最低賃金　
最低賃金より低い賃金で

労働者を使用することはできません。

金　

♦地域別最低賃金　改正発効日 令和３年10月７日

石川県最低賃金 861円
（時間額）

♦特定最低賃金　改正発効日 令和３年12月31日
適用業種 時間額

金属素形材製品、産業用電気機械器具製
造業など 946円
自動車・同附属品、自転車・同部分品製
造業など 946円
電子部品・デバイス・電子回路製造など 896円
百貨店、スーパー 890円
詳しくは
石川労働局労働基準部賃金室
TEL 076-265-4425
又は最寄りの労働基準監督署へ

最低賃金等の
資料はこちら

特定信書便事業のご案内
大事な手紙を届けるためのルール

　手紙やはがきなどの信書(※)は、原則として日本
郵便株式会社及び信書便事業者だけが取り扱うこと
ができると定められています。
　宅配便やメール便では、原則として信書の送達は
できません。

※信書とは
　手紙・はがき・納品書・請求書など、「特定の
受取人に対し、差出人の意思を表示し、又は事
実を通知する文書」です。

　｢信書便事業｣への新規参入の
ご案内を行っています。詳細は、
総務省信書便事業HP 　　　　　 ▶
をご覧ください。
 「信書便事業についてもっと知りたい」方は、
次のところまでご連絡ください。
お問合せ先 総務省 北陸総合通信局 信書便監理官

メール：hokuriku-shinsyobin@soumu.go.jp
電　話：076-233-4428
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荷 主 の 皆 様 へ
燃料サーチャージ制にご理解とご協力を！

　軽油価格が高騰する中、トラック運送業界の自助
努力だけでは限界があります。安心・安全な輸送を
維持するためには、適正な運賃が必要です。

トラック輸送の｢標準的な運賃」にご理解を！
　標準的な運賃とは、トラックドライバーの労働条
件の改善・ドライバー 不足の解消を図り、安定し
た輸送力を確保するため、法令を遵
守して持続的に事業を行う上で参考
となる運賃を国が示した運賃です。

標準的な運賃は

お問合せ先
北陸信越運輸局 石川運輸支局　℡076-208-6000
(一社）石川県トラック協会　　℡076-239-2511

小規模事業者持続化補助金小規模事業者持続化補助金小規模事業者持続化補助金小規模事業者持続化補助金小規模事業者持続化補助金
補助金申請は商工会がお手伝いします！

一般型・低感染リスク型公募中！

　この補助金は、小規模事業者等が販路開拓のために行う取組に
50万円(一般型)、ポストコロナを踏まえた新たなビジネスや
サービスなどの導入に関する取組に100万円(低感染リスク型)を
上限に補助する制度です。

石川県商工会連合会

補助金の申請を希望される方は最寄りの商工会へご相談ください

今年度の
締　　切

低感染リスク型　令和４年１月12日(水)､３月９日(水)
一般型　　　　　令和４年２月 ４日(金)

※低感染リスク型には、新型コロナウイルス感染拡大防止に係る費用を上乗せすることができます。

補助金の詳細や、公募要領、申請に必要な様式等は
県連合会ウェブサイトでご確認ください。

。

税 務 署 か ら の お 知 ら せ

確定申告書の作成・送信はスマホ で

国税庁ＨＰの確定申告書等
作成コーナーから、自宅で
いつでも申告できます！

国税庁HPへアクセス

確定申告書の作成方法は 動画でチェック!
確定申告書等作成コーナー
を利用した入力方法などの
動画をご案内しています。

申告

納税

所得税および復興特別所得税・贈与税

消費税および地方消費税（個人事業者）

令和４年

令和４年

３月15日(火)まで

３月31日(木)まで
申告会場への入場には「入場整理券」が必要です。
▶ 各会場で当日配付
▶ 　LINEから事前発行

詳しくは国税庁ホームページでご確認ください　

確定申告 検索

!
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オンライン保険相談会はじめました！
　全国商工会連合会、石川県商工会連合会、商工会をオンラインで繋ぎ、保険・共済の
専門家から相談が受けられる「オンライン保険相談会」を、はじめました。
　最寄りの商工会から、オンラインで専門家に相談できます。
　保険の見直し、保障内容の分析に、ご利用ください。

オンライン保険相談の流れ

お申込みは、最寄りの商工会まで

①商工会職員にご希望の
日時等をご相談くださ
い。日程が決まりまし
たら、ご連絡します。

②ご加入の保険証券または
内容のわかるものを商工
会職員にお渡しください。

※相談会の1週間前を目途
にご提出ください。

③ご加入の保障内容を分析し
内容の一覧表や保障グラフ
を作成します。

※少しお時間をいただきます。

④相談日に商工会にお越しいただき、
パソコンの資料を見ながら内容の説
明やアドバイスをさせていただきま
す。もちろん質問等もお受けします。

オンデマンド

Webセミナー

スマホから、PCからいつでもどこでもスマホから、PCからいつでもどこでも約600タイトルが無料で見放題約600タイトルが無料で見放題！！！！スマホから、PCからいつでもどこでも約600タイトルが無料で見放題！！

商工会地区の事業者限定
令和４年２月28日㈪まで

視聴にはお申込みが必要です。詳しくはお近くの商工会までお問合せください

ネットワーク環境さえあれば、
いつでもどこでも24時間視聴可能！

人材育成のためのタイトルもあり、
従業員の集団研修としても最適！

経営者はもちろん、後継者や幹部
社員にも最適なタイトルが満載！

後継者や幹部の育成に！
後継者や幹部の育成に！
後継者や幹部の育成に！ 従業員教育に！従業員教育に！従業員教育に！

もちろんスマホもOK！
もちろんスマホもOK！
もちろんスマホもOK！

いつでもどこでもいつでもどこでも
　　　　　視聴でき

る
　　　　　視聴でき

るいつでもどこでも
　　　　　視聴でき

る
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傷 害 共 済
商工会おすすめの安心共済

　　現在
約4,500人
の方が加入
しています。

入院１日目～１年間、通院１日目～180日間


